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研究成果の概要（和文）： 本研究では，就労支援や職業教育を担う教員の為のeラーニングプログラムを開発し
た。これは，就労支援や職業教育を担う教員の専門性獲得及び向上をねらいとする教材である。この教材を開発
したことで「いつでも，どこでも，必要なこと」を学べる環境の構築を行った。既存の集合型研修では，十分な
研修機会を確保できない点を解消することが可能となった。また本プログラムを教員の恒常的な形式知の獲得機
会のツールとして位置づけることで，集合型研修を行う際の各教員の学習レディネスの不均衡が軽減できること
が期待され，より学習ニーズに合致した集合型研修の設定が可能となった。

研究成果の概要（英文）：　This project was focused on the development of the e-learning program for 
transition teachers for successful school to work transition of students with disabilities in Japan.
This e-learning program designed to gain knowledge and skills which related school-to-work 
transition and vocational rehabilitation to transition teacher. Developed this program enable to 
easier access to the learning environment for promoting transition teachers’ competencies. It is 
possible to show one of the ways how to solve issues on teachers’ competencies matter and working 
style issue in Japan. Using this program as in-service training of transition teachers, decreasing 
the gap of learning readiness within teachers and providing sustainable training systems.   

研究分野：特別支援教育及び職業リハビリテーション領域における人材育成

キーワード： 就労支援　職業教育　進路指導担当教員　専門性向上　eラーニングプログラム　職業リハビリテーショ
ン　研修　自己評価チェックツール
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 今まで国内で特別支援教育を職業リハビリテーション領域の両領域にまたがる専門性を求められる教員の為のe
ラーニングプログラムは開発されておらず，生徒の職業自立を支えるための人材育成ツールとしては，国内唯一
のプログラムであることは，学術的意義が高いといえる。学校現場においては，生徒への質の高いキャリア形成
支援や就労移行支援を支えるための専門性向上が求められていると同時に，教員自身の働き方改革として，日々
の業務と教員自身のキャリア形成及び専門性向上が課題となっている。このeラーニングを活用することで，教
員へ恒常的な研修機会の提供と効率的な働き方の両立に寄与できることが本研究成果の社会的意義といえる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
特別支援学校高等部及び高等学校では，１人ひとりの生徒のキャリア発達を促しながら，福
祉，労働等の各関係機関等とのチーム支援のもとに，学校から労働への移行支援を行うことが
求めているが，この中心的役割を担っている教員には，特別支援教育の専門性だけでなく，障
害者の職業リハビリテーションに関する基礎的な知識やスキルを活用することが求められてい
る。それにも関わらず，その専門性を獲得させ向上させる機会が十分に提供されていないとい
う現状があった。職業教育や進路指導，就労支援を担当している教員を支える教育的支援環境
や制度環境が十分に整備されていないことは，生徒の職業自立を目指す上で致命的な問題であ
り，早急に解決の糸口を見出す必要があった。こうした状況を解決する方策としては，計画的
人材育成システムの構築とその人材の専門性の獲得を保障する学習環境の確保という課題が考
えられた。また日々の業務が多忙な中で，学習や人材育成が無理なく実施できる環境構成が有
効であると考えられた。 
２．研究の目的 
 本研究では，職業教育，就労支援及び進路指導に関わる教員の専門性獲得及び向上をねらい
とする eラーニングプログラムの開発及びこの学習進捗管理を行う上で必要になる教員の専門
性自己評価チェックツールの開発を目的した。 
３．研究の方法 
 本研究では，「根拠に基づく人材育成」である教員の専門性向上 eラーニングプログラムを開
発するために，（a）国内の就労支援・職業教育教員の業務・役割に用いる知識スキルの精査，
(b)米国の就労支援・職業教員育成プログラムで示されている知識・スキルの内容及びそれらの
評価項目及び評価基準の検討,(c)（a）で精査された知識・スキルの選定及び評価項目の精選， 
(d)（b）（c）よりプログラムを構成する知識・スキル及び評価基準の選定，(e)Web 学習システ
ムの作成，(f)ｅラーニングプログラム試行及び修正，(g)開発プログラムの学習効果の検証を
実施した。 
４．研究成果 
（１）自己評価チェックツール開発 
 自己評価チェックツールを作成するにあたり，進路教員の業務や役割から関連する知識・ス
キルの項目を選定した。これらの項目の選定では，米国 NASET(National Association of  
Special Education Teachers) の就労移行
支援に従事する教員のコンピテンシーチ
ェックリスト，米国 CEC(Council for 
Exceptional Children) の DCDT（Division 
on Career Development and Transition）
が提供する知識・スキルのチェックリスト
及び，国内の進路教員の業務・役割，知識・
スキルに関する先行研究、特別支援学校高
等部で用いられている教員用の進路の手
引を参考に項目を選定した。最終的に自己
評価チェックツールとして選定された項
目は，「Ⅰ.進路指導(47 項目)」，「Ⅱ．現場
実習(47 項目)」，「Ⅲ．移行支援(19 項目)」，
「Ⅳ．関係機関・制度(39 項目)」の計 152
項目であり，それぞれ４領域に分けられた
知識・スキル獲得の判断基準として，「知ってい 
る」「できる」を設定し，チェックした項目がレーダーチャートで示され、既得スキルの領域が
可視化できるようにした。このチェックシートでは，Microsoft Office の Excel ベースとして
作成し，一般的な教員が頻繁に使用やすいように開発した。 
（２）職業教育及び就労支援を担う教員の為の eラーニングプログラムの開発 
 本プログラムは，職業教育及び就労支援を担う教
員の専門性獲得及び向上の為の教材として，９つの
領域からなる 62の講座によって構成した。９つの領
域は，「Ⅰ.特別支援教育の基本枠組みとキャリア教
育」，「Ⅱ．職業自立を支える支援の枠組みと施策動
向」，「Ⅲ．支援を要する生徒の職業自立の課題と動
向」，「Ⅳ.職業リハビリテーションの理念と枠組み」，
「Ⅴ.職業リハビリテーションの関係機関の役割」，
「Ⅵ．職業リハビリテーションにおけるアセスメン
トと支援の技術」，「Ⅶ.課題分析演習」，「Ⅷ．保護者
との連携と立ち直りの哲学」，「Ⅸ.人材育成を取り巻
く諸課題」である。 
62 講座は，それぞれの 7つのコースが編成されて
いる。総合編コースでは，62 すべての講座が受講で
きる。その他に，職業教育・就労支援を初めて学ぶ

図２ e ラーニングプログラムのトップ画面 

図１ 自己評価チェックツール 



先生向けの①導入編コース，職業教育・就労支援を学び始めた先生向けの②初級編コース，実
践に活かせるスキルや知識を学びたい先生向けの③実践編コース，これから進路指導を担う先
生向けの④人材育成編コース，学内や学外との連携の課題解決について学びたい先生向けの⑤
連携課題解決編コース，職業リハビリテーションの施策動向や機関について知りたい先生向け
の⑥職業リハビリテーション編コースが設定されている。この eラーニングプログラムでは，
株式会社 Mogic の管理するオンライン学習プラットフォーム LearnO を使用している。この
LearnO では，受講者の学習の進捗管理及びテスト結果，アンケート調査，資料配布を包括でき
ることから採用している。このプログラムの中には，自己評価チェックツールも掲載し，ダウ
ンロードファイルとして受講者には，いつでも活用できるようにしている。本プログラム内容
を全て受講することの効果として，「キャリア教育の意義と実践への気づき」，「自立を促す課題
の作成とアプローチの理解」，「職業リハビリテーションの連続性への気づき」，「リハビリテー
ションの哲学的理解」があることが確認された。 
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